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１．今週
こんしゅう

のテーマ 

今
こん

期
き

の聖
せい

書
しょ

研
けん

究
きゅう

ガイドのテーマは「家
か

族
ぞく

の四
し

季
き

」となっています。 

これは、私
わたし

たちクリスチャンが人
じん

生
せい

の歩
あゆ

みを進
すす

めていく中
なか

でいろいろなことが起
お

こるとき、いつでも聖書
せいしょ

の中
なか

から神
かみ

様
さま

の思
おも

いを発
はっ

見
けん

することができるという意味
い み

だと思
おも

います。 

※１コヘレトの言
こと

葉
ば

３章
しょう

１節
せつ

から８節
せつ

の言
こと

葉
ば

は、私
わたし

たちの人
じん

生
せい

にはいろいろなことが起
お

こることを教
おし

えてくれ

ます。 

ですが、聖書
せいしょ

を知
し

っているから、神様
かみさま

を信
しん

じているから悪
わる

いことが起
お

こらないとか、すべてがうまくいくように

なるとは書
か

いてありません。 

人生
じんせい

の中
なか

でいろいろなタイミングで物事
ものごと

が起
お

こり、時
とき

が流
なが

れていくという意味
い み

で「リズム」や「四
し

季
き

（季
き

節
せつ

）」

という言
こと

葉
ば

を使
つか

っています。 

 人生
じんせい

のリズムは人
ひと

によって違
ちが

います。 

ですが、幼
よう

少
しょう

期
き

、青
せい

年
ねん

期
き

、壮年期
そうねんき

、老
ろう

年
ねん

期
き

と時
とき

が流
なが

れていくのはみな同
おな

じです。その全
ぜん

部
ぶ

に神
かみ

様
さま

は私
わたし

たちに

助
たす

けやヒントを与
あた

えてくださいます。そして、祝
しゅく

福
ふく

と勝
しょう

利
り

が約
やく

束
そく

されています。 

 

※１コレヘトの言
こと

葉
ば

３：１〜８ 

何事
なにごと

にも時
とき

があり／天
てん

の下
した

の出
で

来
き

事
ごと

にはすべて定
さだ

められた時
とき

がある。  

生
う

まれる時
とき

、死
した

ぬ時
とき

／植
う

える時
とき

、植
う

えたものを抜
ぬ

く時
とき

  

殺
ころ

す時
とき

、癒
いや

す時
とき

／破
は

壊
かい

する時
とき

、建
た

てる時
とき

  

泣
な

く時
とき

、笑
わら

う時
とき

／嘆
なげ

く時
とき

、踊
おど

る時
とき

  

石
いし

を放
はな

つ時
とき

、石
いし

を集
あつ

める時
とき

／抱
ほう

擁
よう

の時
とき

、抱
ほう

擁
よう

を遠
とお

ざける時
とき

  

求
もと

める時
とき

、失
うしな

う時
とき

／保
たも

つ時
とき

、放
はな

つ時
とき

  

裂
さ

く時
とき

、縫
ぬ

う時
とき

／黙
もく

する時
とき

、語
かた

る時
とき

  

愛
あい

する時
とき

、憎
にく

む時
とき

／戦
たたか

いの時
とき

、平
へい

和
わ

の時
とき

。 

 



２．天
てん

地
ち

創
そう

造
ぞう

 

「初
はじ

めに」神
かみ

は天
てん

地
ち

を創
そう

造
ぞう

されました。神
かみ

様
さま

は強
つよ

い思
おも

いをもって創造
そうぞう

されました。偶
ぐう

然
ぜん

に世
せ

界
かい

が造
つく

られたので

はなく、偶然
ぐうぜん

に生命
せいめい

は生
う

まれていません。 

神
かみ

様
さま

の強
つよ

い思
おも

いが表
あらわ

れているので、この世
せ

界
かい

には「秩
ちつ

序
じょ

」があります。 

天
てん

体
たい

の動
うご

き、季
き

節
せつ

の移
うつ

り変
か

わり、一
いっ

週
しゅう

間
かん

に一
いっ

回
かい

安
あん

息
そく

日
にち

がやってくること、それらによって神様
かみさま

の秩序
ちつじょ

を感
かん

じることができます。神
かみ

様
さま

の強
つよ

い思
おも

いは言
い

い換
か

えると「愛
あい

」と呼
よ

ぶことができます。罪
つみ

に満
み

たされたこの世
せ

界
かい

でも、

神様
かみさま

の秩序
ちつじょ

、愛
あい

はなくなることはありません。 

 

３．ヨブの経験
けいけん

 

 誰
だれ

の人生
じんせい

にも予
よ

期
き

しない形
かたち

でいろいろなことが起
お

こります。 

ですが、試
し

練
れん

がないと神様
かみさま

の本当
ほんとう

の信仰
しんこう

が持
も

てないということではありません。 

私
わたし

たちは信
しん

仰
こう

を持
も

っていることで、神様
かみさま

に頼
たよ

ることができます。 

私
わたし

も、２０代
だい

のころガンになりました。「なんで私
わたし

に？」という疑
ぎ

問
もん

がありました。その時
とき

も神
かみ

様
さま

はみ言
こと

葉
ば

の

中
なか

からたくさんのことを教
おし

えてくださいました。 

 

４．変
か

わること 

「あの人
ひと

の性格
せいかく

が変
か

わって、いい人
ひと

になりますように」という祈
いの

りは叶
かな

えられるかどうかわかりません。 

それは、自
じ

分
ぶん

の思
おも

いで人
ひと

のことを変
か

えようと思
おも

っているからではないでしょうか。 

「私
わたし

が神様
かみさま

の品性
ひんせい

に近
ちか

づくようになりますように」という祈
いの

りは叶
かな

えられます。 

それは神様
かみさま

が私
わたし

たちにそうなってもらいたいと思
おも

っておられるからです。 

私
わたし

たちが信
しん

じる神
かみ

様
さま

は、世
せ

界
かい

を造
つく

り、命
いのち

を生
う

み出
だ

します。その神様
かみさま

を信
しん

じるときに私
わたし

たちは神
かみ

様
さま

によって

新
あたら

しい人
ひと

と変
か

えられます。 

問
とい

６の二
ふた

つの聖
せい

句
く

（聖
せい

書
しょ

研
けん

究
きゅう

ガイド８ページ）。フィリピ１：６、ローマ８：１は、神
かみ

様
さま

が必
かなら

ず成
な

し遂
と

げて下
くだ

さること、救
すく

いが必
かなら

ずあることを約束
やくそく

しています。自
じ

分
ぶん

はもう変
か

わることができない、神様
かみさま

に近
ちか

づくことができ

ないというのならば、その人
ひと

はこの二
ふた

つの約束
やくそく

が実現
じつげん

しないことを信
しん

じることになります。 

 

５．影
えい

響
きょう

を与
あた

える 

木
もく

曜
よう

日
び

のところでは「聖書
せいしょ

は関係
かんけい

についての本
ほん

です。」と書
か

いてあります。 

神
かみ

は愛
あい

であると聖書
せいしょ

に書
か

いてあります。愛
あい

は関係
かんけい

がなければ生
う

まれません。神
かみ

様
さま

は私
わたし

たちを愛
あい

してください

ます。 

ですから私
わたし

たちも神
かみ

様
さま

を愛
あい

しますし、神様
かみさま

が愛
あい

された人々
ひとびと

を愛
あい

するのです。 

私
わたし

たちのこの世
せ

界
かい

にはどれだけ仲
なか

が悪
わる

い人
ひと

たちがいるでしょうか。お互
たが

いの悪
わる

口
くち

を言
い

い合
あ

い、いがみ合
あ

ってい

ます。 



聖
せい

書
しょ

は何
なん

度
ど

も何
なん

度
ど

も繰
く

り返
かえ

します。あなたがたは互
たが

いに愛
あい

し合
あ

いなさい。お互
たが

いのために祈
いの

りなさい。 

これは神様
かみさま

からのメッセージです。 

神
かみ

様
さま

を愛
あい

する私
わたし

たちは、愛
あい

し合
あ

うことによって神様
かみさま

のことを証
あか

しすることができます。それが教
きょう

会
かい

の使
し

命
めい

で

す。愛
あい

による影
えい

響
きょう

はどこまでも広
ひろ

がっていきます。 

 

６．話
はな

し合
あ

いのテーマ 

・神様
かみさま

を知
し

っていることで良
よ

いことがどれだけありましたか。思
おも

い出
だ

して分
わ

かち合
あ

ってみましょう。 

・あなたは誰
だれ

から神様
かみさま

のことを聞
き

きましたか。私
わたし

たちは誰
だれ

に神様
かみさま

のことを伝
つた

えることができますか。 


